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                                            日本有数のターミナル駅、池袋。実はかつて「消滅可能性都市」に指定された過去があります。近年広い公園や小学校が整備されるなど、住みやすい街へと変貌を遂げた豊島区の取り組みについて、エデュケーショナルライターの日野京子さんが解説します。

                                    

                                            

                        
                
                    
　JR東日本の駅の中で新宿駅に次ぐ第2位の乗降人員を誇る池袋駅。JRの他にも、東武鉄道、西武鉄道そして東京メトロも走る日本有数のターミナル駅です。池袋駅を中心に大型商業施設や、池袋を代表するサンシャイン60を擁するサンシャインシティなど東京を代表する繁華街として知られています。





2016年にリニューアルオープンした豊島区立南池袋公園（画像：photo AC）

















　池袋というと遊ぶ街というイメージや、立教大学のキャンパスがある街といった若者が集まるにぎやかな印象がありますが、自治体としては順風満帆とは言い難い時もありました。

　池袋のある豊島区は2014（平成26）年に日本創成会議が発表した「消滅可能性都市」に東京都内23区で唯一、消滅の可能性があるとされ、当時は報道メディアでも大きく取り上げられました。

「消滅可能性都市」の定義は、2010年から2040年にかけて、20歳から39歳の女性が50％以上減少すると推計された自治体であり、一般的に少子高齢化が進む地方自治体という認識があります。池袋のある豊島区はそうした自治体の対極の立場にあるとみなされていただけに、衝撃も大きいものでした。




子育て世代に魅力を感じてもらえるかどうか




　2014年の「消滅可能性都市」から脱却すべく、2016年度には区役所に「女性にやさしいまちづくり担当課」が設置され、自治体が抱える問題を直視し改善解決を目指していきました。

また、それ以前から開発が進んでいた国内初となる役所と分譲マンションが一体化した高層ビル「としまエコミューゼタウン」が2015年に誕生するなど、2010年代半ばは豊島区にとって色々な意味で転換期となりました。

　実は豊島区は日本一75歳以上の単身高齢者の割合が高い街（市区部）であり、一人当たりの公園面積が23区内で最小（豊島区「消滅可能性都市の指摘からのまちづくりの発展の姿」より）と、様々な課題を抱えている自治体でもあります。

　さらに、日本有数の繁華街と子育て世代が住んで生活したいと思う街が両立するとは限りません。待機児童問題の解消といった子どもを育てられる環境の整備や、就学で気になる公教育の環境といった条件は必須です。

　　

　どちらかを取れば必然的にどちらかが弱くなるものですが、元々池袋駅周辺には「東京芸術劇場」を始めとする複数の劇場があり、「文化芸術の街」の土壌があります。こうした街の強みは子どもの情操教育や教養を育成しやすく、子育てをする上で魅力的です。





2019年に誕生した池袋西口公園のグローバルリングシアター。クラシック音楽のコンサートやダンス、演劇に対応した野外劇場になっている。（画像：photo AC）

　街としてこれまで育っていたポテンシャルを強めるだけでは「住みたい」と感じることはできません。やはり、子育て世代が実際に住みたいと思うには、公教育の施設のきれいさや充実も判断材料になります。




小中学校の校舎の改築




　公教育の校舎や施設の改修には時間や経費がかかります。先送りをしていると子育て世代は「もっと良い自治体へ」と住む場所の候補から豊島区を外してしまうため、同区では校舎の老朽化が進む区立小中学校の改築工事や、学校施設の大規模修繕が進められています。

　例えば、2016年度に竣工した立教大学近くにある豊島区立池袋第三小学校の新校舎は、赤レンガ校舎で有名な立教大学の雰囲気と調和するような外観です。公立と私立、学校運営の形は異なりますが、「地域が持つカラー」を最大限に活かしています。　

　また、近年改修されている施設には、老朽化した校舎を単に建て替えするのではなく、地域の防災拠点としての役割も担う機能が備わっています。豊島区内の人口増加を踏まえると、災害時に拠点となる施設の充実も同時に必要なため、学校がその役目を果たすよう改築の際に組み込むのは非常に理にかなっています。

　2016年度に完成した豊島区立池袋本町小学校・池袋中学校連携校の新校舎は、防災拠点の機能を兼ね備えています。

　

　この他にも、文部科学省が2020年度に公表した「公立学校施設のトイレの状況」によると、豊島区の公立学校のトイレの洋式化は荒川区に次いで2位の94.3％と、公立学校にありがちな「古い」「汚い」というイメージからは脱却しているといえるでしょう。




「住む街」として進化している池袋界隈




　学校の改築工事は、単なる公教育の設備だけでなく、地域が抱える「防災拠点不足」を解消している側面もあります。

　緊急時には都心の自治体としての役割を果たせる機能、平常時はイベントが行われ人々が集まる場所、そして子ども達が遊べる場所であることを両立させることは大都市にとっては避けては通れない街づくりの課題です。　

　国内有数のターミナル駅である池袋駅があり、非常時には帰宅困難者が街に溢れることが懸念されます。豊島区は他の自治体に比べると防災公園の整備が遅れていましたが、2016年度の南池袋公園を皮切りに、池袋駅周辺では公園整備が進められてきました。





2019年にリニューアルオープンした「Hareza（ハレザ）池袋」がある中池袋公園（画像：photo AC）

















　2020年には、子育て世代に嬉しい子どもの遊び場確保と防災拠点の両方を取り入れた新しい公園「としまみどりの防災公園（通称 IKE・SUNPARK）」が誕生。旧造幣局の跡地を整備した、サンシャインシティからほど近くにある豊島区内最大の公園です。

　防災拠点にもなる小学校への建て替え、少なかった公園の整備など、東京有数のターミナル・池袋駅がありながら「消滅可能性都市」と指摘された豊島区は、自治体が抱える問題点を洗い出し、その結果「住みやすい街」「子育てしやすい街」へと現在進行形で進化を遂げようとしています。

参照

豊島区「消滅可能性都市の指摘からのまちづくりの発展の姿」

https://www.city.toshima.lg.jp/001/kuse/shingi/documents/r2shingikai1-1.pdf 

豊島区「池袋第三小学校の改築について」

https://www.city.toshima.lg.jp/356/kosodate/gakko/gakkoshisetsu/034064.html

文部科学省　「公立学校施設のトイレの状況」（19ページ）

https://www.mext.go.jp/content/20210316-mxt_sisetujo-000013490_02.pdfhttps://www.city.toshima.lg.jp/356/kosodate/gakko/gakkoshisetsu/034064.html

としまみどりの防災公園（通称 IKE・SUNPARK）

https://ikesunpark.jp/https://www.city.toshima.lg.jp/356/kosodate/gakko/gakkoshisetsu/034064.html
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                                花椒好き必見！都内の人気「マー活」グルメスポット3選

                                
近年ブームになっている「麻辣」。しびれる辛さの香辛料「花椒」の効いた料理を楽しむことは「マー活」と称されています。今回は都内で人気のグルメスポットや、家でもできるマー活におすすめのアイテムをフリーランスライターの岩本信彦さんがご紹介します。　今も昔も辛い料理が好きという人は多いですよね。
　いわゆるエスニック料理や、韓国料理のブームもあり、近年その傾向は顕著になっているのではないでしょうか。辛さを演出する味付けや香辛料にはさまざまな種類がありますが、ブームになっているのが「麻辣」です。
　麻辣（マーラー）とは、「しびれる＝麻（マー）」「辛い＝辣（ラー）」の意味を合わせたもの。
特に「麻（マー）」のしびれを楽しめる「花椒」の効いた料理を楽しむことは「マー活」と称され、ブームが起きました。
　そこで本記事では都内でできるマー活や、家でもできるマー活におすすめのアイテムを紹介していきます。
鬼金棒（きかんぼう）　鬼金棒は麻辣が楽しめるラーメン店です。
　鬼金棒のメインメニュー「カラシビ味噌らー麺」は、オリジナル調合味噌を使ったスープに、唐辛子スパイスと山椒の痺れ油が特徴。非常に濃厚で、口の中に豊かな山椒の香りが広がります。
特製カラシビ味噌らー麺　1,270円（税込み）（画像：岩本信彦）　炭火の香りが豊かなチャーシューは、口の中に入れると、すぐにとろけてしまうほどの柔らかさです。卓上にはオリジナルのカラシビスパイスが設置されており、味変ができるのも嬉しいポイント（800円で販売もしています）。
からしびスパイス（画像：岩本信彦）　ちなみに鬼金棒には、神田本店と池袋店があります。今回紹介するのは池袋店。つねに行列が絶えず、お昼時をすぎても列に並ぶ可能性があるほどの人気店です。
　それほど人気がある鬼金棒ですが、最大の特徴は辛さとしびれのレベルを指定できることです。辛さを選べるところは多いですが、しびれの度合いまで選べるお店はなかなかありません。筆者が知る限りは、鬼金棒だけです。
　この独特の仕組みがウケており、多くのファンを獲得しています。店内の雰囲気も独特で、暗めの店内に飾ってある鬼のお面が、良い意味でのおどろおどろしさを醸し出しています。
公式サイトはこちら
SEN YO（圳陽）　東高円寺駅から徒歩で5〜6分。SEN YO（圳陽）は環七沿いでひっそりと営業している、中華料理店です。
　そんなSEN YO（圳陽）のおすすめは、麻婆豆腐。
四川麻婆豆腐	1,000円（税込）（画像：岩本信彦）　土鍋で提供されるので、食べ終わるまで熱々のまま食べられるのが嬉しいポイント。本格的な辛麻婆豆腐ですが、どこか日本人にも食べやすいような味でクセになります。
　また本格的な中華料理店にもかからず、リーズナブルな価格で食べられるので、普段使いにももってこいです。カウンターには紹興酒をはじめ、白酒なども用意されているので、中華料理らしい楽しみ方ができます。
公式サイトはこちら
　
楊國福（ヨウゴフク）　楊國福は中国内に6,000もの店舗が存在する、有名な麻辣湯のチェーン店です。
　麻辣湯とは、春雨や野菜などの具材を煮込んだスープです。「麻（マー）」の名のとおり、豊かな花椒の香りに、後から来るしびれがクセになります。
　麻辣湯のお店は基本的にバイキング形式です。
楊國福のバイキング（画像：岩本信彦）　好きな具材をボウルに入れてレジで計量、重さに応じて値段が上がります（100gで400円）。筆者が訪れた渋谷店では、1,000円以上に相当する具材を選べば、80グラムの麺がサービスで選べました。
　麺の種類は春雨、牛すじ麺、刀削麺や乾麺があります。支払いを終えると、10分ほどで麻辣湯が到着。
楊國福の麻辣湯（画像：岩本信彦）　白濁したスープに具材の出汁がよく出ています。個人的なおすすめとしては、エビなどの海鮮系のトッピングです。
　辛さも選択できるので、辛いのが好きな人は辛さをアップしても良いかもしれません。筆者はいつも辛さを”普通”にしていますが、麻辣湯を初めて食べる人であれば、辛いと感じるかもしれません。
公式SNSはこちら
家で「マー活」したい人におすすめな商品も　ここまで「麻辣」の刺激が楽しめるお店を紹介してきましたが、自宅でも楽しみたい人向けにおすすめの商品があります。
　それが「ザクザクうまから島辛旨チップ」。
　沖縄のご当地調味料で、島とうがらしと花椒の組み合わせたふりかけ調味料です。
　ごはんにかけても良し、炒めものに入れても良しと何にでも合うのが特徴です。
　沖縄のアンテナショップなどで取り扱いがあるので、沖縄好きの方にもおすすめ。
ネットでも購入できるので、ぜひ試してみてください。
公式サイトはこちら
自分なりの「マー活」を楽しみましょう　麻辣の刺激は料理によってさまざまです。
　炒めものに少し花椒を加えるだけでも、一気に中華っぽさが増すでしょう。花椒の刺激に慣れていない人であれば、最初は抵抗があるかもしれません。
　ただ、後からクセになってくる人がほとんど（筆者もそうでした）なので、最初の数回は少し我慢して料理を食べきってみることをおすすめします。
　この記事で紹介した麻辣が楽しめるお店は、ほんの一部です。ぜひ自分なりのお気に入りをみつけてみてください。
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                                12月の風物詩「年末ジャンボ宝くじ」 意外と知られていない歴史とは？

                                
年末の風物詩といえば、そのひとつは宝くじです。都内の有名売り場には毎年多くの人が並びます。そんな宝くじの歴史について今回は解説します。宝くじの歴史に迫る　12月の風物詩はさまざまですが、「年末ジャンボ宝くじ」はそのひとつです。クリスマスケーキや鏡餅のCMとともに、テレビでは毎年のように年末ジャンボ宝くじのCMが流れています。
　年末に限らず、人々にロマンを感じさせる宝くじ。熱心なファンは売り場にもこだわるようで、
・西銀座チャンスセンター（中央区銀座）
・池袋東口西武線駅構内宝くじ売り場（豊島区南池袋）
・宝くじ御徒町駅前センター（台東区上野）
などは、「よく当たる売り場」として紹介されています。
中央区銀座にある西銀座チャンスセンター（画像：写真AC）　そんな宝くじですが、実は歴史あるレジャーなのをご存じでしょうか？ その歴史は、江戸時代までさかのぼります。
江戸時代に流行した「富くじ」　宝くじの歴史には、寺院や神社が深く関係しています。
　江戸時代、寺社は信仰の場であると同時に、庶民のレジャースポットでもありました。当時、寺社のレジャーとして人気を博していたもののひとつが、後の宝くじの原型といえる「富くじ」です。
富くじ（画像：宝くじ公式サイト）　富くじのやり方としては、まず現在の宝くじと同じような「富札（とみふだ）」というものを発行します。その後、番号が書かれた木札を箱に入れ、公開でそれを錐（きり）で突くことで抽選していました。
　富くじの起源は摂津国（せっつのくに。現・大阪府）にある、箕面山瀧安寺（みのおさんりゅうあんじ）とされています。この瀧安寺では江戸時代初期、同じような方法で抽選をおこない、当選者に福運のお守りを授けていました。
　しかしお守りを授けるくじから、次第に金銭を与える内容のくじへと変化し、各地に広がっていきます。その後、1692（元禄5）年には徳川幕府から富くじの禁令が出されました。
　その一方で特定の寺社は「修復費用を調達するため」という名目で、金銭授受をともなう富くじの興行を認められています。幕府に許可された富くじは「御免富（ごめんとみ）」と呼ばれ、賞金額が100両におよぶこともありました。
　なかでも有名だったのが、「江戸の三富」といわれた、
・感応寺（現・天王寺。台東区谷中）
・湯島天神（文京区湯島）
・目黒不動（目黒区下目黒）
の三か所における興行です。
　以下、江戸の三富といわれた寺社がどのようなスポットなのかを紹介していきます。訪れることで、日々のお悩みや将来への目標に関するご利益があるかもしれません。
1.感応寺（現・天王寺）1.感応寺（現・天王寺）　江戸の三富に数えられた谷中の感応寺は、後に名を変えており、護国山尊重院天王寺（ごこくざんそんちょういんてんのうじ）となっています。
台東区谷中にある天王寺（画像：(C)Google）　かつて感応寺は、日蓮（にちれん）宗のお寺でした。そして法華経（ほけきょう）を信仰しない者からの布施、あるいはその者たちへの法施などをしない「不受不施派」（ふじゅふせは）という立場をとっていました。
　この不受不施派の立場のために、1698（元禄11）年、感応寺は江戸幕府から「邪宗」とみなされ、存続の危機に立たされます。しかし、改宗して天台宗のお寺となることで、なんとか存続することが決定しました。
　その際、延暦寺（えんりゃくじ）の北方に位置する鞍馬寺が毘沙門天（びしゃもんてん）を祭っていることにならい、寛永寺の北方に位置していたこのお寺でも、毘沙門天像を祭るようになりました。
　こちらの毘沙門天像は「谷中七福神」として信仰を集め、今日まで親しまれています。毘沙門天には、
・皆から愛される福
・長生きする福
・家業が成功する福
など、10種の福があるとされています。興味のある人はお参りに出掛けてみてはいかがでしょうか？
2.湯島天神　東京メトロ千代田線の湯島駅から、徒歩2分の場所に位置する湯島天満宮。「湯島天神」の名で親しまれ、受験シーズンになるとたくさんの学生でにぎわうことで有名な場所です。
文京区湯島にある湯島天神（画像：写真AC）　湯島天神は458（雄略天皇2）年創建とされています。祭られている神様は開運・勝運をつかさどる天之手力雄命(あめのたぢからをのみこと）、そして菅原道真です。
　学問の神様としておなじみの菅原道真ですが、牛との縁も深く、湯島天神ではそれを感じることが可能です。
　道真は遺言として、「自分の遺骸を牛にのせて人にひかせずに、その牛の行くところにとどめよ」と残すなど、牛に対する深い慈悲の心をもっていました。こうしたことから、湯島天神の境内には、石造りの牛が鎮座しています。自分の体の悪い部分と同じ部分をなでるとご利益があるとされており、「なで牛」として親しまれています。
　湯島天神は学業だけでなく、健康に気を遣う人にとっても、訪れたい場所といえそうですね。
3.目黒不動3.目黒不動　JR山手線の目黒駅から徒歩20分の場所にある、目黒不動こと「泰叡山護國院瀧泉寺（たいえいざんごこくいん りゅうせんじ）」は、関東最古の不動霊場にして、原不動尊（熊本県）、成田不動尊（千葉県）と並ぶ、日本三大不動のひとつでもあります。
目黒区下目黒にある目黒不動（画像：写真AC）　江戸中期以降になると不動信仰は盛んになり、目黒不動は多くの参拝客でにぎわいました。訪れているのは庶民だけではありません。農村の立て直しに尽力した二宮尊徳、明治維新の功労者・西郷隆盛、日露戦争の日本海海戦で有名な東郷平八郎など、名だたる人物が参詣しました。
　不動明王には、
・厄よけ
・学業成就
・立身出世
などのご利益があるとされています。
　さらに目黒不動では、水をかけて祈願することで願いがかなうとされている、「水かけ明王」が安置されています。普段と違った願い方ができて、面白いかもしれません。
富くじの廃止、宝くじの誕生　江戸の三富を中心に流行していた富くじでしたが、1842（天保13）年、「天保の改革」で全面的に禁止されてしまいました。
　理由は、
・興行をおこなう寺社の数が増えて富札が売れなくなってしまったこと
・富くじによって風紀が乱れると懸念されたこと
などが挙げられます。
　この禁令以降、富くじを販売しない期間は長く続き、復活したのは、なんと太平洋戦争末期、1945（昭和20）年のことでした。
　政府は軍事費の調達をはかるため、1等で10万円が当たる富くじ「勝札（かちふだ）」を、1枚10円で発売。しかし抽選日を待たずに終戦となったため、くじの価値はなくなり、「負札（まけふだ）」と呼ばれるようになってしまいました。
　その後、戦後の激しいインフレ防止のため、さらに地方自治体の復興資金調達のためのくじが発売されます。そしてこの頃に使われ始めた名称「宝くじ」が、今日まで続いていくのです。
台東区上野にある宝くじ御徒町駅前センター（画像：(C)Google）　江戸時代に流行したものの、禁止されてしまった富くじ。そして約100年の時を経て生まれ変わった勝ち札、宝くじ。いずれも人々を突き動かす力をもっていることを、当時の人たちはよく知っていたのでしょう。くじにロマンを求める人間の性は、いつの時代でもそう変わらないようです。
●参考文献
・大石学編『江戸時代のすべてがわかる本』（ナツメ社）
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                                店舗が減っても安泰？ 小売り不況の時代に「丸井」が強いワケ

                                
8月に閉店した池袋マルイ。しかし、意外にも活路があるようです。いったい何でしょうか？赤いカードとDCブランドブームで全盛期へ1977年2月にオープン。　池袋西口の池袋マルイが2021年8月29日（日）、閉店しました。1977（昭和52）年のオープンから44年。原因は建物の老朽化で、コロナ禍以前から閉店は決まっていたといいますが、背景には同店運営の丸井（中野区中野）をはじめとする、小売業全体の不振があると予想されます。
豊島区西池袋にあった池袋マルイ（画像：(C)Google）　丸井は1980年代のDCブランド全盛期、学生を含む若者に「赤いカード」を発行。彼らが高価な洋品を月割りで買えるようになったことから、人気を博しました。
　新宿や渋谷には、本館のほか
・ヤング館
・メンズ館
・インテリア館
といった専門ビルを擁し、勢いがありました。なお、丸井は「百貨店」と称されますが、日本百貨店協会（中央区日本橋）には加盟していません。
　丸井は、青井忠治氏が1931年に家具の割賦販売を行う店舗として創業。1960年には日本で初めて「クレジットカード」を扱い始めました。1970年代にはファッション分野にも進出。代名詞ともなる「赤いカード」は1975年に登場しました。
　1980年に代に入るとDCブランドの流行などで、丸井の勢いは加速。1985年に同時開店した渋谷店「本館」「ヤング館」は丸井の象徴的な店舗となり、流行に敏感な多くの若者が集いました。そして、その後のバブル景気の勢いとも相まって、丸井は順調に業績を伸ばしていきます。
　一方、1990（平成2）年には英国のヴァージン・グループと合弁でヴァージン・メガストアーズ・ジャパンを設立。日本初の外資系大型CD店として大きな注目を浴びました。また、引っ越しの「ムービング」など、さまざまなグループ企業を増やし、拡大を続けました。
時代とともに店舗の在り方が変化時代とともに店舗の在り方が変化　1990年代後半になると、マルイ各店は
・マルイシティ
・マルイファミリー
などと名称を変更します。
　また2000（平成12）年には、自社ビルではなく、ららぽーとTOKYO-BAY（千葉県船橋市）に専門店4店開設するなど方針を転換。さらに2003年には、グループを一体化する再編を行い、ヴァージン・メガストアーズ・ジャパンはカルチュア・コンビニエンス・クラブに売却されました（2005年）。
渋谷区神南にある渋谷モディ（画像：(C)Google）　2010年代には、各店舗の閉店や名称・業態の変更が相次ぎました。渋谷本館はさまざまなカルチャーを取り入れた渋谷モディ（渋谷区神南）に、映画館・新宿バルト9のある新宿マルイアネックス（新宿区新宿）は、アニメを始めとするさまざまなポップアップショップが出店するマニアックな店舗に成長しています。
　また2000年代、楽天内にショップをオープンしたことを端緒として、現在は自前のECサイト「マルイウェブチャネル」を運用し、時代に沿った営業を行っています。この背景には、日本のアパレル業界がそうであるように、丸井もファッション中心の業態では生き残れなくなったことがあります。
　しかし実は、丸井にはこれらのピンチをカバーする「ふたつの柱」があるのです。
エポスカードという大きな存在　前述のとおり、かつて丸井といえば赤いカードでした。入会金・年会費不要のクレジットカードは、少額の分割払いが可能なことから、若者を中心に人気でした。現在、赤いカードの代わりに発行されているのが「エポスカード」です。
　これは、株式会社エポスカードが丸井の子会社として発足してから発行され始めたもの。Visaを発行できる権利を持っており、メインのエポスカードのほかに「エポスカードVisa」の発行も行っており、2021年9月の会員数は706万人となっています。
　このエポスカード事業が、丸井グループの現在における柱のひとつとなっています。エポスカードは、買い物や各種特典のほかに特徴があります。それはコラボレーションの多さです。なんといっても券面コラボのバリエーションは、ほかのカードの比ではありません。
2021年7月から発行された「七つの大罪 エポスカード」（画像：丸井グループ）　アニメとのコラボが多いのが特徴で、
・ポケットモンスター
・エヴァンゲリオン
・プリキュア
などのカードを発行し、ファンの所有欲に訴えかけています。
　このエポスカード事業は、割賦販売から始まった丸井の「神髄」といえ、いまも事業を支えています。2021年4月期から9月期までの連結決算はこれらの事業が好調で、増収増益となりました。
テナント化する丸井テナント化する丸井　最近のマルイの店舗を訪れて、
「テナントばかりだ」
と感じた人がいたら、あながちそれは間違いではありません。
　2014年、丸井は賃貸テナント型のビジネスを始めました。自社で商品の仕入れを行うより、テナント収入を得た方が確実だと考えたためです。2016年にオープンした博多マルイは、KITTE博多の1～7階を占めるテナントのひとつです。
・自社ビルを使って
・自社で選んだ商品を売る
という呪縛から逃れたことで、丸井は新たな柱を確保したのです。
　DCブランドで輝いていた丸井を知る世代には物足りないかもしれませんが、これが丸井の生きる道なのです。
コロナ禍では「売らない」テナントも　コロナ禍で小売り各社が苦心するなか、丸井は
「売らないテナント」
を増やしているといいます。
　フリマアプリのメルカリ、最新家電を体験できるb8ta（ベータ）などがそれで、小売りとしてのライバル企業をあえて誘致することで、顧客へアピールしています。
千代田区有楽町にある有楽町マルイ（画像：(C)Google）　丸井はDX（デジタルトランスフォーメイション。ITの浸透による変革）に向けた体制作りを早い段階から進めており、エポスカードの決済手数料を含め、フィンテック（ITを利用した新しい金融サービス）事業の利益が多い丸井は、実はひそかに成長を続けている企業なのです。
　街なかの丸井の看板が減っているのを見て「オワコン」と勘違いしている人も少なくないようですが、エポスカードやテナント化、そして最近ではアニメイベントの誘致など姿を変えつつ、東京の小売りカルチャーのなかにしっかりと生き続けています。
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                                ホテルの「中国料理」がアツイ！宮廷料理からアフタヌーンティー、進化系まで

                                
「中華料理」と「中国料理」、何が違うかご存じですか？ 本場中国で食べられている形で提供されている料理を「中国料理」と呼ぶそうです。しかし中国と一口に言っても、地域によって種類やスタイルはさまざま。今回はエデュケーショナルライターの日野京子さんが、ちょっと特別な日に食べたいホテルの本格中国料理の現在形を３つご紹介します。近年町中華がメディアなどで大きく取り上げられるなど大ブームになっていますが、「中国料理」と何が違うかご存じですか？
町中華の代表格といえばラーメン。浅草に日本初のラーメン店「来々軒」が開店したのは1910（明治43）年です。それから110年以上の時が流れ、中華料理は日本に定着し、多種多様なメニューが誕生しました。現在では学校給食にも八宝菜や中華スープが出されるなど、中華は子どもの頃から慣れ親しまれている料理ジャンルといえるでしょう。
このように日常的に触れる機会の多い「中華料理」とはラーメンのように日本独自の発展を遂げた料理ジャンルを意味しますが、四川や上海などの中国国内で食されている料理は「中国料理」と呼び、区別されています。
ハイクラスな本場中国料理のシェフが集まるホテルレストランに目を向けると、1960年に港区の芝パークホテル内に誕生した「中國料理北京」が日本のホテル初の中国料理レストランとされています。
今回は、寒い季節におすすめのホテルメイドの中国料理やチャイニーズ・アフタヌーンティーをご紹介していきます。
宮廷料理である北京料理「中国四大紀行フェア～北京全席」よりメニュー例「国産黒毛和牛とパパイヤ　黒酢炒め」（画像：JR東日本ホテルズリリースより）【池袋】ホテルメトロポリタン「～中国四大紀行第四弾～ 北京フェア」西池袋にあるホテルメトロポリタン2階にある中国料理「桂林」では、地域によって異なる多種多様な食文化を持つ中国料理の醍醐味を生かしたフェア「中国四大紀行フェア」が開催されており、2月28日（火）までの期間中は、第四弾のフィナーレを飾る「北京フェア」が開催されています。
ディナー「北京全席」イメージ（画像：JR東日本ホテルズリリースより）ランチタイム「北京ランチ」とランチタイムとディナータイムに提供されている「北京全席」共に北京料理の代名詞である北京ダックをはじめ、フカヒレ姿煮入りのスープが提供され、高級食材がふんだんに使われています。
料理はもちろんのこと、美しい盛り付けや食器のデザインも食事に華を添えています。
全8品のランチコースより「小海老と白菜　クリーム煮」（画像：JR東日本ホテルズリリースより）【水天宮前】ロイヤルパークホテル「チャイニーズアフタヌーンティー」日本橋蛎殻町のロイヤルパークホテル地下1階の中国料理「桂花苑」では1月4日（土）より「チャイニーズアフタヌーンティー」を開催中。
9種類のスイーツは伝統的な中国菓子の他にパンダやヒヨコの姿の饅頭があり、遊び心も感じられます。
焼売や小籠包、蒸し餃子など「桂花苑」の飲茶メニューがセイボリーで味わえる※写真は2名分のイメージです（画像：株式会社ロイヤルパークホテルズアンドリゾーツリリースより）アワビ入りの焼売や中国野菜であるチンゲン菜で色付けした緑色の皮が目を引く餃子など、8種類のセイボリーが提供されています。
中国茶を飲みながら優雅なひと時を過ごしてみませんか？
エッグタルトや月餅、マンゴープリンや杏仁豆腐などのスイーツ9種とセイボリー8種の他、4種類の中国茶が飲み放題（画像：株式会社ロイヤルパークホテルズアンドリゾーツリリースより）【新橋】コンラッド東京「チャイナブルー」特製ヴィーガンメニュー港区にあるコンラッド東京の28階にある中国料理「チャイナブルー」は、東京湾の景色を堪能できるレストランです。
こちらの中国料理はモダンチャイニーズ。2月28日（火）までは海外セレブに人気のヴィーガン食を中国料理で実現する特製ヴィーガンメニューで構成されたコースが提供されています。
「チャイナブルー」特製ヴィーガンメニュー（画像：コンラッド東京リリースより）羊肉や豚肉、魚介類を使う料理が多い中国料理でヴィーガン食を実現するのは至難の技ですが、調味料や香辛料そして大豆ミートを巧みに利用した、8種類の色鮮やかなメニューが完成しました。
中国の食文化の考えの柱でもある「医食同源」をコンセプトに、食材の色と健康との関連に着目した、彩り豊かな野菜や食材が印象的です。
赤米を使った自家製の赤い豆腐に、大豆ミートとトマトのソースを合わせた「大豆ミートの麻婆豆腐」（画像：コンラッド東京リリースより）ひと味違う中華料理の世界を体験普段から口にすることの多い中華料理。日本の食文化にすっかり定着している分、伝統的な中国料理との違いを気にすることも少ないかもしれません。
中華料理が注目を集めているなか、ホテル品質のサービスやクオリティーを体験し、中国料理の世界の奥深さを堪能してみてはいかがでしょうか。
■「～中国四大紀行第四弾～北京フェア」
開催期間：開催中～2023年2月28日（火）※毎週水曜休業
開催場所：ホテルメトロポリタン2F 「桂林」
TEL：03-3980-5533(10:00~20:00)
時間：【ランチ】11:30～15:00（LO.14:30）
※土日祝11:30~13:30／14:00~16:00
【ディナー】17:30～21:30（LO.20:30）
料金：北京ランチ1名4,700円
北京全席1名12,500円
※料金はサービス料込。詳細は公式サイトをご確認ください
ホテルメトロポリタン
住所：東京都豊島区西池袋1-6-1
TEL：03-3980-1111
アクセス： JR・東武東上線・西武池袋線・東京メトロ有楽町線・丸ノ内線・副都心線 池袋駅メトロポリタン口より徒歩1分
■「チャイニーズアフタヌーンティー」
開催期間：開催中～　※1日8名限定
開催場所：ロイヤルパークホテル地下1階　中国料理「桂花苑」
TEL： 03-5641-3600（9：00～19:00）
時間：水～金：11:30~14:00（LO.14:00）
土日祝：11:30~15:00（LO.14:30）
料金：1名7,865円
※料金はサービス料込。詳細は公式サイトをご確認ください
ロイヤルパークホテル
所在地：東京都中央区日本橋蛎殻町2-1-1
TEL：03-3667-1111
アクセス：東京メトロ半蔵門線　水天宮前駅直結
東京メトロ日比谷線　人形町駅より徒歩5分
都営浅草線　人形町駅より徒歩8分
■「特製ヴィーガンメニュー」
開催期間：開催中～2月28日（火）
開催場所：コンラッド東京28F 中国料理「チャイナブルー」
TEL： 03-6388-8745
時間：【ランチ】11:30～14:00 （LO.14:30）
【ディナー】17:30～22:00（LO.21:00）
料金：1名12,000円
※料金はサービス料込。詳細は公式サイトをご確認ください。
コンラッド東京
住所： 東京都港区東新橋1-9-1
TEL：03-6388-8000
アクセス： 都営大江戸線　ゆりかもめ線 汐留駅より徒歩1分
JR・都営浅草線・東京メトロ銀座線 新橋駅より徒歩7分
＞＞画像一覧はこちら
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                                映画を観るならやっぱり映画館で！特別な体験ができるおすすめスポット3選【東京都内】

                                
最近、映画館で映画を観ましたか？ 映画館で観る作品はパソコンやスマホで観るのとは違って、視界一杯に広がる大画面と身体全体に響く音響システムによって、普段体験することのない没入感でより深い感動を得られます。今回はエデュケーショナルライターの日野京子さんが、都内のおすすめ映画館をご紹介します。　昭和の頃から娯楽やデートの定番である映画。人生で初めて映画館に足を踏み入れた時、真っ暗な空間に驚いた記憶を誰もが持っていることでしょう。
　先日、名作「タイタニック」の初上映25周年を記念して行われた期間限定上映も大盛り上がりをみせ、ランキング上位に名を連ねました。
　世代によって思い出の映画は異なりますが、「タイタニック」のように年代を超えて支持される不朽の名作も存在します。
　リアルタイムで映画を見たことのない世代にも、映画館で見る体験は、スケールの大きさや立体音響システムの迫力によって、名作映画の素晴らしさをより深く堪能できる貴重な機会として再評価されています。
　動画配信サービスが台頭していますが、映画館でしか見られない最新作を観られたり、臨場感を味わえたりとよりディープな非日常を体験できます。今回は、東京都内おすすめの映画館をご紹介していきます。
＞＞関連記事：【東京夜景】行っておくべきオススメ無料絶景ポイント！都内で人気の展望スポットを３つ厳選
（イメージ画像：photoAC）日本最大級のスクリーンを持つグランドシネマサンシャイン池袋　映像技術の進化に伴い、映画館でもその流れに合わせるように音声技術やスクリーンが進歩しています。
　池袋駅東口から歩いて4分程度の場所にある「グランドシネマサンシャイン池袋」は、2019年7月に開業した都内有数のシネマコンプレックスです。スクリーン数は12を誇ります。
（イメージ画像：シネマサンシャインリリースより）　同映画館の看板スクリーンのシアター12「IMAX」のスクリーンは幅25.8メートル、高さ18.9メートルと日本最大級です。大迫力のスクリーンに映し出される映像に圧倒され、映画の持つパワーに驚くはず。
　また、IMAX以外にも映像に合わせてシートが上下左右に動く4ＤＸと、正面と両側にもスクリーンがあり、270度の映像が楽しめるScreen Xがミックスされた「４DX SCREEN」もあります。映画館で最新技術によるアトラクションを体験してみてはいかがでしょうか。
ScreenX／4DXScreen　３面スクリーンイメージ（画像：シネマサンシャインリリースより）特別感のある時間を過ごせる新宿ピカデリー　都内有数の歓楽街・新宿には映画館が多数あり、映画館激戦区としても有名です。中でも、映画鑑賞を特別なものとしてラグジュアリーな気分に浸りたいなら、新宿ピカデリーがおすすめ。
　都市型シネコンの代表格の一つですが、スクリーン1にある「プラチナシート」と「プラチナルーム」で他の映画館と差別化を図っています。
（画像：株式会社 松竹マルチプレックスシアターズリリースより）　イタリアの老舗家具メーカー「カッシーナ・イクスシー」が映画鑑賞のために特別に制作した座席は、ソファそのもの。足を伸ばすこともでき、特別な時間を過ごせます。
　2名で3万円の「プラチナルーム」はプライベートルーム型のバルコニー席。1名5千円の「プラチナシート」はスクリーン1のバルコニー中央に位置しています。2019年には一人でゆっくりと鑑賞したい人向けにシングルシートも導入され、一人で映画の世界に没頭したい人にとっても選択肢が広がりました。
　上映時間1時間前から専用ラウンジが利用でき、ウェルカムドリンクもついてきます。記念日や特別な日に利用してみるのもいいですね。
「PICCADILLY CAFE」プレミアムホットドッグはドトールと共同開発したここだけのおいしさが味わえる（画像：株式会社 松竹マルチプレックスシアターズリリースより）シーサイドビューに臨むラウンジのあるユナイテッド・シネマ豊洲　映画鑑賞も東京湾の風景も楽しめるのが、スクリーン数12を誇るユナイテッド・シネマ豊洲です。商業施設アーバンドックららぽーと豊洲の3階にあり、映画鑑賞だけでなくショッピングや食事もできます。
　4DXを採用しているスクリーン７を除く11スクリーンの後方にプレミアムペアシートがあるのが、同映画館の最大の特徴です。超話題作以外の作品でもプレミアムシートで鑑賞することが可能。
　プレミアムペアシート利用者のみ使用できるカフェ＆ラウンジバー「Breath」内の専用のプレミアムラウンジは、映画鑑賞後に訪れることもできます。
　映画もショッピングもシーサイドビューも、丸ごと楽しめるシネコンです。
新次元の体感型アトラクションシアター ４ＤＸ(R)も楽しめる「ユナイテッド・シネマ豊洲」で映画鑑賞を楽しんだ後は、ららぽーと豊洲でショッピング（画像：三井不動産商業マネジメント株式会社リリースより）同じ映画でも映画館で趣が違う　真っ暗な映画館で観る映画は、他の娯楽とはひと味違う非日常体験を味わえます。作品を選んだり観に行く日を決めたり、一人で行くかそれとも誰かを誘って行くかと考えるワクワク感もありますよね。
　最近は動画配信サイトも充実し、家で手軽に映画も楽しめる時代ですが、やはり映画館の大スクリーンと臨場感あふれるサウンド、誰かと感動や興奮を共有する経験は代え難いものです。　
　都内には数多くのシネコンがありますが、お気に入りの映画館を見つけて、語り合いたくなる映画鑑賞タイムを過ごしてみてはいかがでしょうか。
（画像：photoAC）■グランドシネマサンシャイン池袋
所在地：東京都豊島区東池袋1-30-3　
TEL：03-6915-2722
アクセス：JR・東武東上線・西武池袋線線・東京メトロ丸ノ内線・副都心線 有楽町線 池袋駅東口より徒歩4分
■新宿ピカデリー
所在地：東京都新宿区新宿3-15-15
TEL：050-6861-3011
アクセス：JR新宿駅東口より徒歩5分
東京メトロ丸ノ内線・副都心線・都営新宿線 新宿三丁目駅より徒歩1分
■ユナイテッド・シネマ豊洲
所在地： 東京都江東区豊洲2-4-9　 アーバンドックららぽーと豊洲3F
TEL：03-6219-3000
アクセス：東京メトロ有楽町線　豊洲駅直結　
ゆりかもめ臨海線 豊洲駅直結
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                                もはやジャングル？ 超都心なのに緑があふれ過ぎている個性的カフェ4選

                                
東京では日々さまざまなトレンドが誕生します。まるで森の中にいるみたいな「フラワーカフェ」もいま注目のスポットのひとつ。おすすめ4店を紹介します。東京都内で次々オープン　近年、東京都内に増えている「フラワーカフェ」をご存じですか？ “映えスポット”として、SNS上にも写真がたくさんアップされています。
　その見た目は、まるで森の中に迷い込んだよう……というより、もはやジャングル!? おしゃれなものが好きな女性だけでなく、男性も絶対楽しめるはず。
　そこで今回は、いま話題の都内のフラワーカフェ4選をそれぞれのお店の魅力をたっぷり詰め込んで、ご紹介していきます。
緑と花に囲まれたツリーハウス　東京メトロ広尾駅を出てすぐに角をひとつ曲がると、そこにあるのは大きな木と生い茂る緑。そこが「Les Grands Arbres（レ・グラン・ザルブル）」（港区南麻布）です。
Les Grands Arbres（画像：にょっきちゃん）　都会のど真ん中に突如現れる大きなツリーハウス。インパクト大です。店内は1～2階がお花屋さんで、3～4階がカフェショップになっています。屋上のテラス席にも、グリーンがたくさん配置されていて、自然に囲まれた場所で、都会にいることを忘れてしまうような開放感が味わえます。
　店名のレ・グラン・ザルブルはフランス語で「大きな木」を意味し、ドラマの舞台で使用されたことにより一気に注目度が上がりました。
　お店のシンボルになっている、外観中央にあるタブの木が絡まるツリーハウスへは、外に掛かった木製の階段と、建物内の2階のルーフテラスどちらからも入れるようになっています。そのおしゃれな雰囲気は、超人気の撮影スポットというのも納得
　ココロとカラダが喜ぶ食材を使ったランチプレートや、ハーブティーなどが楽しめるカフェです。
お花屋さんの奥に広がる癒やし空間お花屋さんの奥に広がる癒やし空間　青山フラワーマーケットは関東をはじめ、関西・九州・北海道・東北にも店舗を展開している有名なお花屋さんです。
　南青山本店（港区南青山）にはカフェショップ「TEA HOUSE（ティーハウス）」が併設されていて、花と緑に囲まれてゆったりした時間が過ごせる場所になっています。
青山フラワーマーケット TEA HOUSE 南青山本店（画像：にょっきちゃん）　東京メトロ表参道駅から徒歩2分ほどのところにある店舗は、入り口がお花屋さんで、その奥がカフェスペースになっています。
　店内のイメージは「温室」。壁いっぱいのグリーンカーテンや、旬の花々が至るところに配置されていて、まるで自然の中にいるような雰囲気を味わえます。
　お店の看板メニューの「フレッシュハーブティー」は、茨城県のシモタファームさんから届く、新鮮なフレッシュハーブを使ったオリジナルブレンド。香り高いハーブティーが味わえます。
　ハーブティー以外にも、南青山本店限定「花かんむりのフレンチトースト」など、話題のメニューがたくさん。気になる人はぜひ、チェックしてみてください。
視覚と味覚で味わう贅沢な時間視覚と味覚で味わう贅沢な時間　JR池袋駅西口から徒歩2分ほどのところにある「HANABAR Driedflowers & Liquor（ハナバー）」（豊島区西池袋）。
　店内の壁面にはアンティークな額縁にドライフラワーが飾られていたり、天井にはたくさんのドライフラワーがぶら下がっていたりと、まさにフォトジェニック。
　SNSでは「まるで映画の世界!?」と話題になっています。
HANABAR Driedflowers & Liquor（画像：にょっきちゃん）　お店のコンセプトに、視覚で味わう「植物とインテリアの共存」とあるように、自分の部屋にも取り入れたくなるようなおしゃれさがたまりません。そしてお店の代名詞とも言えるのが、お花のクリームソーダ。
　筆者が注文したクリームソーダ「アイマツリカ」は、ジャスミンの甘い香りと、グレープフルーツ、レモンの柑橘がよく合う甘酸っぱい夏におすすめのドリンク。食べられるお花「エディフラワー」を使った人気のメニューです。
　まず、見た目のかわいさにテンションが上がります。そしてエディフラワーは、ビタミンやミネラルなどの栄養がバランスよく含まれている美容食材でもあるとのこと。近年高い注目が集まっている食材のひとつなのです。
　夜はバーとして営業しているので、お花を使ったおしゃれなカクテルも楽しむのも良し。デートやちょっとした女子会にもおすすめのお店です。
※緊急事態宣言により、期間中のアルコールの提供は行っていません。
お花に囲まれた北欧風カフェお花に囲まれた北欧風カフェ　デンマーク出身のフラワーアーティスト、ニコライ・バーグマンさんのフラワーショップに併設されたカフェ「NOMU（ノム）」（港区南青山）は、季節の美しい花々と一緒に、ヘルシーランチやフレッシュフルーツのスムージーなどが楽しめます。
Nicolai Bergmann NOMU（画像：にょっきちゃん）　ニコライ・バーグマンさんといえば、色鮮やかな花々をひとつの箱に詰め込んだ「フラワーボックス」が有名で、贈り物としても人気のアイテムです。
　東京メトロ表参道駅から徒歩4分ほどのところにあるお店は、1階がお花屋さんとカフェスペースになっています。カフェ店内は緑が多く、コケを大胆に使ったグリーンウォールや、フレッシュなお花であふれています。
　お食事を楽しみながら、グリーンや花々を楽しめる空間になっていて、ガラステーブルの天板の下には、季節の生花が飾られており、うっとりしてしまうほどの美しさ。
　季節ごとに店内の花の演出や模様替えがされているそうなので、何度行っても飽きることなく楽しめそうですよね。
ちょっとした非日常体験を　植物で埋め尽くされたお花畑のような空間は、視覚でも味覚でも私たちを楽しませてくれ、日々の疲れを癒やしてくれます。話題となるような、特別な時間を過ごせる空間に、皆さんもぜひ、足を運んでみてください。
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                                仮装だけじゃない！スリル＆スイーツを追求する「穴場ハロウィンイベント」4選【豊島区・港区・江東区】

                                
ハロウィンといえば渋谷や六本木界隈の店舗が行う仮装イベントの他、池袋や表参道などで仮装パレードが行われますが、喧騒を避けてハロウィン限定体験ができる穴場スポットに行くのも一手。今回はエデュケーショナルライターの日野京子さんおすすめのハロウィンの楽しみ方をご紹介します。　今年もハロウィンの季節がやってきました。夏の暑さが長かった分、「もうハロウィン？」と思ってしまうほど秋の進みが早く、ハロウィン気分をまだ楽しんでいない人も多いのではないでしょうか。
　すっかり日本に定着し秋の季節行事として浸透したハロウィンは、雑貨やインテリア、食べ物といった手頃なものから本格的な仮装まで、年齢や性別問わずさまざまな形で季節感を堪能できるものに進化しています。
　今回は、東京都内の穴場ハロウィンについてご紹介します。4年ぶりに復活した仮装行列や、ハロウィンをイメージしたスイーツ、VRホラー屋敷、ハロウィン限定割引など、この時期にしか体験できない東京のハロウィンを満喫してみてください。
東京タワーメインデッキ（150ｍ）2階では「TOKYO TOWER CITY LIGHT FANTASIA ～Halloween party 2023～」開催中（画像：TEG株式会社リリース））【池袋】西武池袋本店「ハロウィーンスィーツ」／開催中～10月31日ベル・アメール「ハロウィンオバケアソート」（3個入1,944円）（画像：株式会社そごう・西武リリース）【その他の画像】＞＞
　ハロウィンシーズンは食欲の秋、味覚の秋と重なります。かぼちゃ、オレンジ、ブラックに紫とハロウィンカラーの季節限定メニューが定番の一つになりました。西武池袋本店の地下1階スイーツ売り場各店では、10月31日（火）まで「ハロウィーンスィーツ」を開催中です。ちょっと食べるのをためらってしまうくらい趣向を凝らした期間限定のオリジナルスイーツを販売しています。
　「アトリエ ドゥ ゴディバ」のチョコレートタブレットや、「ピエール・エルメ・パリ」の“やみつきになる悪魔的な美味しさ”のマカロン、「アンテノール」のおばけレアチーズケーキ、ハロウィン仕様にデコレーションされたワッフル…といった洋菓子のラインアップだけではありません。
R.L（エール・エル）「ハロウィンワッフルドルチェ」（5個入2,376円）（画像：株式会社そごう・西武リリース）　かぼちゃ餡とこし餡を挟んだジャック・オー・ランタン型のもなかや、3種類の柿の種が入った詰め合わせ限定ボックスなど、職場で盛り上がりそうな和風菓子も。
個包装で配りやすいかきたねキッチン「かきたねハロウィンBOX」（ぜいたくチーズ4袋、和風照り焼き醤油味3袋、海老マヨネーズ味3袋入1箱789円） （画像：株式会社そごう・西武リリース）　10月28日（土）と29日（日）は近隣で国内最大級のコスプレイベント「池袋ハロウィンコスプレフェス2023」も行われるので、レベルの高い仮装をしている人に遭遇する可能性も高く、より「ハロウィンらしさ」を味わえそうですね。
【芝公園】東京タワー「RED°ハロウィンホラーナイト2023」／開催中～10月31日VRで楽しむお化け屋敷や迫りくるゾンビを倒すアトラクション、恐怖の「だるまさんころんだ」も！（画像：TEG株式会社リリース）　ハロウィンと言えばゴーストやモンスターが定番のモチーフです。東京タワー内にある日本最大級のeスポーツパーク「RED° TOKYO TOWER」では、10月31日（火）までの間「RED°ハロウィンホラーナイト2023」を開催しています。ハロウィンに合わせてホラーゲームに特化した内容となっています。
話題のリアリティーあふれるVRで没入感体験（画像：TEG株式会社リリース）　まるでお化け屋敷の中を歩いているような感覚に陥る「KAT　WALK」は、歩行型の最新VRアトラクション。緊急事態が続く中、出口を見つけて脱出を目指します。30秒に一回恐怖がプレイヤーに襲いかかるなどパニック必至！
　この他にも、動いたらすぐにゲームセットとなる「だるまさんがころんだ」などスリリングなゲームがめじろ押しです。めいっぱい騒げば、仕事で抱え込んだストレスも解消できるはず。
あのドラマの世界の疑似体験ができる？！「だるまさんがころんだ」（画像：TEG株式会社リリース）　最先端の技術を駆使したVRゲームで遊んだら、館内のあちこちにあるハロウィンをイメージしたフォトスポットで写真を撮ったり、コスプレをしているスタッフに声をかけるとお菓子をもらえたりと、ハロウィン気分に浸れます。
【有明】ミニチュアミュージアム　スモールワールズ「Enjoy! ハロウイン」／開催中～11月19日2023年3月にリニューアルした「世界の街エリア」には、スチームパンク風のレトロフューチャーな雰囲気の街が登場（画像：株式会社SMALL WORLDSリリース）　ゆっくりと心穏やかにハロウィンの雰囲気を楽しみたいなら、有明のミニチュアミュージアム　スモールワールズにて11月19日（日）まで開催中の「Enjoy! ハロウイン」がおすすめです。
　ミュージアム内には、「宇宙センター」「世界の街」「美少女戦士セーラームーン」「クリスタル・トーキョー」「関西国際空港」「エヴァンゲリオン第3新東京市」「エヴァンゲリオン格納庫」「Nightlife in Japan」の８つのエリアがあり、ミニチュアで各エリアを再現または表現しています。
ミニチュア以外にもフォトスポット満載（画像：株式会社SMALL WORLDSリリース）　フォトスポット満載の館内には、期間限定で「ハロウィンらしいミニチュア」が紛れ込んで展示されています。細かいところまでこだわった展示品をさらに念入りに見て、探してみるのも楽しいですね。最新鋭の3Dスキャナーで自分そっくりのミニチュアフィギュアを作ることもできます。
　また、10月31日までの平日限定で、都内勤務もしくは在住の人を対象に、ビール1杯付き2,200円となるビール付パスポートも販売中。都内在住なら、事前アンケートに答えれば土日・月曜15時以降の入場が1,000円になるキャンペーンも実施中です。
仮装している人たちが隠れている（画像：株式会社SMALL WORLDSリリース）　そして、ハロウィンと言えばお菓子です。オリジナル「光るトレジャーボトル」にお菓子をつめたり（別途500円）、トレジャーボトルをハロウィンデザインにデコレーションしてお菓子をつめたりもできます（別途1,000円・開催時間10時～17時）。童心に戻って工作する楽しさを満喫できそうです。
【六本木】六本木ヒルズ「ROPPONGI HILLS HALLOWEEN 2023」／10月28日・29日六本木ヒルズハロウィンのポスター（画像：森ビル株式会社リリース）　一年を通して多種多様なイベントが開催される六本木ヒルズアリーナでは、「ROPPONGI HILLS HALLOWEEN 2023」が10月28日（土）と29日（日）の2日間開催されます。期間中は３台のキッチンカーがハロウィンにちなんだフードを販売。映画や展覧会のついでに「レインボーカップわたあめ」や「モンブランのハロウィンクレープ」を片手に写真を撮って、今年の秋の思い出の一つにしてみるのもいいですね。
写真左：CLAP「レインボーカップわたあめ」／写真右：K and.「モンブランのハロウィンクレープ」（画像：森ビル株式会社リリース）　28日は「ハロウィンキッズパーク」としてマジックショー、サイエンスショーが六本木アリーナのステージで行われます。子どもだけでなく大人も見ていて盛り上がるイベントが盛りだくさんです。
ブラスバンドが仮装行列をリード（画像：森ビル株式会社リリース）　そして10月29日限定で、子どもから大人まで3,000人以上が参加する目玉イベント「六本木ヒルズ ハロウィンパレード」が4年ぶりに復活します。
　仮装したブラスバンドを筆頭に、仮装した参加者（12歳以下の子どもと保護者）が約1キロのコースを行進します。本来のハロウィンらしい雰囲気を楽しめる華やかなイベントです。
ハロウィンで秋の深まりを感じる　実りの秋に仲間とワイワイ楽しめるハロウィンは、仮装をしたりおいしい食べ物を食べたりと充実した一日を過ごせる特別なイベントになりました。
　ハロウィンが終わるともう冬の足音がすぐ近くまで迫ってきます。残り少なくなってきた2023年の秋を、ハロウィンイベントで堪能してみてはいかがでしょうか。
■西武池袋本店「ハロウィーンスィーツ」
開催期間：開催中～2023年10月31日（火）
開催場所：西武食品館 スイーツ＆ギフト 各売場（東京都豊島区南池袋1-28-1 B1F）
TEL：03-3981-0111（大代表）
営業時間：10:00～21:00　※日・祝休日は～20：00（不定休）
アクセス：JR、西武池袋線、東武東上線、東京メトロ丸ノ内線・有楽町線・副都心線「池袋駅」東口より直結
※最新情報など詳細については公式SNSをご確認ください
■RED°ハロウィンホラーナイト2023
開催期間：開催中～2023年10月31日（火） 　
開催場所：RED° TOKYO TOWER（東京都港区芝公園4-2-8）
TEL：0120-210-519
開催時間：11:00～16:00
料金：平日4,400円／土日祝4,700円（会員割引あり）
※被り物やカチューシャ等のハロウィンアイテムを持参するとナイトパスポートが500円OFF
アクセス：都営地下鉄大江戸線「赤羽橋駅」より徒歩5分
都営地下鉄三田線「御成門駅」より徒歩6分
東京メトロ日比谷線「神谷町駅」より徒歩7分
※最新情報など詳細については公式SNSをご確認ください
■Enjoy! ハロウイン
開催期間：開催中～2023年11月19日（日）
開催場所：ミニチュアミュージアム　スモールワールズ（東京都江東区有明1-3-33 有明物流センター）
TEL：0570-200-411
営業時間：9:00～19:00（最終入場18:00）
入場料：大人2,700円／中人（中高生）1,900円／小人（4～11歳）1,500円
【ビール付パスポート】都内勤務もしくは在住の場合、ビール1杯付き2,200円（10月31日までの平日限定）
【都民パスポート】事前アンケート回答で都内在住者1,000円（10月31日までの土・日・月限定15時以降入場）
※いずれも証明書窓口持参
アクセス：ゆりかもめ「有明テニスの森駅」より 徒歩3分
りんかい線「国際展示場駅」 より徒歩9分
※最新情報など詳細については公式SNSをご確認ください
■ROPPONGI HILLS HALLOWEEN 2023
開催期間：2023年10月28日（土）・29日（日） 　
開催場所：六本木ヒルズアリーナ（東京都港区六本木6-10-1）
TEL：03-6406-6000
開催時間：11:00～16:00
※10:00より六本木ヒルズアリーナにてパレード参加整理券配布
※30分毎にスタート、15:30最終出発
料金：無料（一部ワークショップ有料）
アクセス：東京メトロ日比谷線「六本木駅」より直結
都営大江戸線「六本木駅」より徒歩4分
※最新情報など詳細については公式SNSをご確認ください
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                                アニメやゲームの世界に浸れる！おすすめコンセプトカフェ5選

                                
特定のテーマを全面に打ち出し、通常のカフェでは味わえない時間を過ごせるのが魅力のコンセプトカフェ。都内にはさまざまなテーマの店舗があり、それぞれのコンセプトに合わせた楽しみ方が可能です。本記事では、不動産ライターの逆瀬川勇造さんが、アニメ・ゲームをテーマにしたおすすめのコンセプトカフェについてご紹介します。　都内には独自の世界観の中で特別な時間を過ごせるさまざまなジャンルのコンセプトカフェがあり、その中には、アニメやゲームをコンセプトにしたカフェも多く、同じ趣味の仲間と一緒に訪れたり、一人で趣味の世界に浸ったりと思い思いの時間を楽しめます。
　本記事では、東京都内を中心にアニメやゲームの世界観を楽しめるおすすめの店舗についてご紹介します。コンセプトカフェでアニメやゲームの世界に浸ってみてください。
アニメやゲームの世界観に浸れるコンセプトカフェ (c) 2018 Pokémon. (c)1995-2018 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。（画像：株式会社エスエルディープレスリリースより）コンセプトカフェとは？　コンセプトカフェとは、特定のテーマに合わせた内装やフードなどで他のカフェとの差別化が図られている店のこと。代表的なものを挙げると、メイド服で接客を行うメイドカフェが有名です。
　現在では、メイドカフェを代表とするコスプレ系カフェから、モノづくり体験などができる体験型カフェ、動物カフェなど、その種類も多岐にわたります。
　自分の趣味や好きなものをテーマにしたコンセプトカフェは、日常を忘れて、自分の時間に思いきり浸ることができ、楽しい時間が過ごせます。
都心から遊びに行けるおすすめコンセプトカフェ5選【アニメ・ゲーム編】　コンセプトカフェの中には、アニメやゲームをテーマにしたものも数多くあります。
　ここからは、都心から遊びに行けるアニメやゲームをテーマにしたおすすめのコンセプトカフェについてご紹介しますので、それぞれ見ていきましょう。
【秋葉原】ゲームとのコラボイベントも／スクウェア・エニックス カフェ東京スクウェア・エニックス カフェ東京（画像：株式会社ジェイアール東日本都市開発プレスリリースより）　「スクウェア・エニックス カフェ東京」は、秋葉原の東西自由通路にあるコンセプトカフェ。その名の通り、さまざまな人気タイトルをリリースしてきたゲームメーカー「スクウェア・エニックス」が手がけています。
　店内は、作品の世界観を楽しめるようになっており、過去には、『ドラゴンクエスト』や『ファイナルファンタジー』、『キングダムハーツ』といった「スクウェア・エニックス」を代表するゲームタイトルとのコラボも実施。
　ここでしか手に入らないような限定グッズや期間限定コラボメニューなどもあるので、好きなゲームの世界観を堪能しながら過ごしてみてはいかがでしょうか？
■スクウェア・エニックス カフェ東京
住所：東京都千代田区神田佐久間町1-6-1　秋葉原東西自由通路
TEL：03-6271-7308
営業時間：9:00～21:00
定休日：年中無休
アクセス：東京メトロ日比谷線・つくばエクスプレス・ＪＲ 秋葉原駅より徒歩1分
※予約等詳細は公式サイトをご確認ください
【日本橋】ポケモンと一緒にくつろぐ／ポケモンカフェ東京 (c) 2020 Pokémon. (c)1995-2020 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。（画像：株式会社エスエルディープレスリリースより）　人気ゲームシリーズ『ポケットモンスター』をテーマにしたメニューが楽しめる「ポケモンカフェ東京」もおすすめコンセプトカフェの1つです。
　ピカチュウやイーブイをはじめとした人気キャラクターがモチーフとなったフードメニューやスイーツメニューは見た目のかわいさだけでなく、味のクオリティーも抜群。ウッド調の店内は明るくオシャレな雰囲気であり、ポケモンをあまり知らないという方でも利用しやすくなっています。
　なお、ポケモンカフェは事前予約制となっています。利用する場合には予約を忘れないようにしましょう。
■ポケモンカフェ東京
住所：東京都中央区日本橋2-11-2 日本橋高島屋S.C.東館5F
TEL：03-6262-3439
営業時間：10:30～22:00
アクセス：東京メトロ銀座線・東西線 日本橋駅B2出口すぐ
都営浅草線 日本橋駅より徒歩4分
JR東京駅八重洲北口より徒歩5分
※予約等詳細は公式サイトをご確認ください
【高円寺】鬼滅の刃の世界にどっぶり／ufotable cafe Tokyo(c)吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable（画像：株式会社WOWOWプレスリリースより）　WOWOWオンデマンドで配信もされている大人気アニメ『鬼滅の刃』をコンセプトにした「ufotable Cafe Tokyo（ユーフォーテーブル カフェ）」もおすすめです。
　『鬼滅の刃』のキャラクターをモチーフにしたフードメニューだけでなく、アニメや映画作品に登場した食べ物を再現したメニューも人気です。また、現在、放送中である「刀鍛冶の里編」と連動したコラボメニューも展開されています。
　事前予約抽選制で本人確認も必要なため、カフェを利用するには若干ハードルが高いですが、「鬼滅の刃」ファンならおすすめしたいスポットです。
■ufotable Cafe Tokyo
住所：東京都中野区野方1-38-11 永田ビル1F
営業時間：9:00～21:40
定休日：月曜日（祝日の場合は火曜日）
アクセス：JR 高円寺駅より徒歩12分
JR・東京メトロ東西線 中野駅より徒歩17分
※予約等詳細は公式サイトをご確認ください
【元町・中華街】ガンダムを見上げながらのひととき／GUNDAM CAFE YOKOHAMA Satellite(c)創通・サンライズ（イメージ画像：株式会社日本旅行プレスリリースより）　横浜で期間限定開催中の「GUNDAM FACTORY YOKOHAMA（ガンダムファクトリー横浜）」内にある「GUNDAM CAFE YOKOHAMA Satellite（ガンダム カフェ ヨコハマ サテライト）」もおすすめしたいコンセプトカフェの1つです。
　こちらは、日本が世界に誇るアニメーション作品『機動戦士ガンダム』をコンセプトにしたカフェ。
　こちらのイベントは、当初2023年3月末で終了予定となっていました。しかし、新型コロナの影響で足を運べなかった方も多く、ファンからの熱い要望もあり、2024年3月末まで会期が延長となっています。「GUNDAM FACTORY YOKOHAMA」を訪れるツアーが開催されることもあるので、そちらも要チェックです。
　カフェには、店内席だけでなく、カウンターやテラス席も用意され、実物大のガンダムを眺めながら食事を楽しめるのは大きな魅力。ガンダムファンならずとも、一度は訪れてみたい場所といえます。
■GUNDAM CAFE YOKOHAMA Satellite
住所：神奈川県横浜市中区山下町279-25
営業時間：【平日】11:00～20:00【土日祝】10:00～20:00
定休日：火曜
アクセス：各線 元町・中華街駅4出口より徒歩7分
※チケットの詳細などについては公式サイトをご確認ください
【池袋】映画をイメージした期間限定メニューも／仮面ライダー・ザ・ダイナー/スーパー戦隊レストラン仮面ライダー・ザ・ダイナー（画像：株式会社ニュートンプレスリリースより）　仮面ライダーやスーパー戦隊といった人気特撮ヒーローをコンセプトにした「仮面ライダー・ザ・ダイナー/スーパー戦隊レストラン」もおすすめです。
　「仮面ライダー・ザ・ダイナー」と「スーパー戦隊レストラン」は、パセラリゾーツ池袋本店の同じフロア内にあり、一度に両方のメニューや展示が楽しめます。現在公開中の映画『シン・仮面ライダー』や『暴太郎戦隊ドンブラザーズVSゼンカイジャー』をイメージした期間限定メニューもあり、子どももお父さんも夢中になること間違いなし。
　店内は写真撮影もOKとなっています。歴代ヒーローを演じた俳優のサインや仮面ライダー、アカレンジャーのスーツも展示されているため、憧れのヒーローと一緒に写真を撮って童心に帰ってみてはいかがでしょうか？
■仮面ライダー・ザ・ダイナー/スーパー戦隊レストラン
住所：東京都豊島区西池袋1-21-9 パセラリゾーツ池袋本店4F
TEL：0120-025-296
営業時間：【平日】12:00～21:00【土日祝】11:00～22:00
アクセス：JR、東武東上線、西武池袋線、東京メトロ丸ノ内線・有楽町線 池袋駅より徒歩2分
※予約等詳細は公式サイトをご確認ください
コンセプトカフェでアニメやゲームの世界に浸ろう！　本記事では、アニメやゲームをコンセプトにしたおすすめのカフェをご紹介しました。
　コンセプトカフェは、1人で利用しても趣味の合う仲間と利用しても、自分の好きな世界に浸ることができ、日常から離れて楽しい時間が過ごせます。
　好きなゲームやアニメがある方は、コンセプトカフェに出かけて、作品の世界に浸ってみてはいかがでしょうか？
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                                【4月18日オープン】サンシャイン60展望台リニューアルでどう変わる？

                                
1978年の開業から45周年を迎える池袋サンシャインシティ。2023年4月18日には、サンシャイン60展望台がリニューアルオープン予定です。一体どのようにリニューアルされるか気になる方も多いのでは。本記事では、「サンシャイン60展望台 てんぼうパーク」について、不動産ライターの逆瀬川勇造さんがご紹介します。　2022年10月よりリニューアル工事のため、休館中であったサンシャイン展望台。2023年4月18日にはリニューアルオープン予定となっており、いよいよオープン日が迫ってきました。
　これまでは「SKY CIRCUS サンシャイン60展望台」として営業していましたが、一体どのようにリニューアルされるのでしょうか？
　本記事では、新たなコンセプトのもと生まれ変わる「サンシャイン60展望台」についてご紹介します。
サンシャイン60展望台が“空の公園”に！　開業45周年に伴う全館リニューアルのため、休館となっていた展望台。名称も新たに「サンシャイン60展望台　てんぼうパーク（以下、てんぼうパーク）」としてオープンします。
　新たにオープンする「てんぼうパーク」のテーマは、「365日、公園びより。」、コンセプトは「新たな眺望体験を提供する空の公園」です。
　地上60階の高さからは、富士山や筑波山、都会の街並み・夜景など、360度の東京パノラマを楽しめます。
　今回のリニューアルでは、季節に合わせた植栽や人工芝を取り入れ、天候を気にせず出かけられるエリアとして、まさに“空の公園”と呼ぶにふさわしいエリアに生まれ変わるとのこと。
　昼間は子どもや友人とのんびり過ごしたり、夜は大切な方と一緒に夜景を眺めるデートをしたりと、思い思いの時間が過ごせそうです。
【てんぼうの丘】眺望を思い思いに楽しめるエリア「てんぼうの丘」では、季節を取り入れた植栽や人工芝に囲まれた空間で、視界いっぱいに広がる眺望を楽しめます。自然を感じるBGM、爽やかでフレッシュな香りのアロマで心地良く開放的な展望空間を彩ります。（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）どこが変わった？サンシャイン60展望台のリニューアル内容とは　「てんぼうパーク」は一体どのような場所になるのでしょうか？ ここからは、サンシャイン60展望台のリニューアル内容を詳しくご紹介しますので、それぞれ見ていきましょう。
●「てんぼうの丘」がオープン！　リニューアルされたサンシャイン60展望台では、植栽や人工芝といった緑に囲まれた「てんぼうの丘」がオープンします。
　季節を取り入れた植栽や芝生だけでなく、自然を感じさせてくれるようなBGM、爽やかでフレッシュな香りのアロマなどの演出による、心地よく開放的な展望空間になるとのこと。
　また、小さな子どもも楽しめるようなハイハイスペース、ネット遊具など、老若男女さまざまな方が自由に過ごせる仕掛けが数多く用意されるようです。乳幼児にも優しい施設として、ベビールームも完備予定となっています。乳幼児が一緒の場合、おむつ替えや授乳スペースがあるかどうかは重要なポイント。
　こうしたベビールームが整備されているのは非常にありがたく、また、雨などの天候を気にせずに済むのも子ども連れにはうれしいポイントといえるでしょう。
てんぼうパークCAFÉのメニューの一例。「3色ご飯のてんくうチキンカレーポーチドエッグのせ」(950円)。この他、無添加・無農薬の野菜と天然だしで作ったこだわりのオーガニックベビーフードなども用意されている（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）「さつまいも・オブ・ザ・イヤー」を受賞した日本一の紅はるかを使用した「熟成焼き芋スムージー 」(650円)（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）【てんぼうの丘】赤ちゃんと安心して遊ぶことができるハイハイスペースの他、ネットリングなど、さまざまな世代の方が自由に過ごすことができる仕掛けが盛りだくさん（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）●夜は大人な空間へ　夜になると昼間とは雰囲気がガラリと変わるのも、サンシャイン60展望台の大きなリニューアルポイントの1つ。
　夜には、光の演出や花の香りのアロマ、オリジナルBGMなど五感を刺激するような大人の空間が作り出されるとのこと。昼や夜など時間帯によって異なる雰囲気の中で、東京の景色を楽しめます。夜景を眺めながらの大人なデートにもぴったりの空間になるのではないでしょうか？
夜は光の演出や花の香りのアロマ、オリジナルBGMなどとともに夜景が楽しめる（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）●アート・カルチャーの発信の場に　イベントスペースでは、さまざまなキャラクターイベントやアート展示など、幅広いイベントを開催する予定とのこと。
　豊島区・池袋では、国際アート・カルチャー都市構想を掲げており、安全安心な都市空間の整備を進めています。これまでもサンシャイン60展望台では、マンガやアニメ作品とのコラボイベントが多数開催されてきました。今後もこうしたイベントなど表現の舞台として利用されることで、世界から人や産業を引き付ける都市づくりの一助となることが予想されます。
【イベントスペース】国際アート・カルチャー都市構想を掲げる豊島区・池袋で、キャラクターイベントやアート、展示など幅広いイベントを開催予定（画像：画像：株式会社サンシャインシティリリースより）老若男女が楽しめる“空の公園“に出かけよう！本記事では、リニューアルする「サンシャイン60展望台 てんぼうパーク」についてご紹介しました。
池袋のランドマークとして開業45周年を迎える池袋サンシャインシティ。これまでもVRや4D体験などワクワクできるエンタメ要素の強い展望台でしたが、今回のリニューアルでは、老若男女が気軽に眺望を楽しめる“空の公園”へと生まれ変わります。
ガラリと雰囲気が変わり、今までにない新たな展望台としての魅力が期待される「てんぼうパーク」。新たに生まれ変わる“空の公園”に出かけてみてはいかがでしょうか？
■サンシャイン60展望台　てんぼうパーク
オープン予定日：2023年4月18日（火）
住所：東京都豊島区東池袋3-1 サンシャインシティ サンシャイン60ビル 60F
営業時間：11:00～21:00（最終入場は終了1時間前）
料金：【平日】大人（高校生以上）700円／こども（小・中学生）500円
【土日祝】大人（高校生以上）900円／こども（小・中学生）600円
※小学生未満無料
アクセス：JR池袋駅東口より徒歩約10分
東京メトロ有楽町線 東池袋駅6・7番出口より徒歩約5分
晴れていれば富士山やスカイツリーが一望できる「サンシャイン60展望台　てんぼうパーク」。星空観賞もできる（画像：株式会社サンシャインシティリリースより）
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                                【池袋】探偵はバーにいる！？「探偵カフェ＆バー プログレス」で探偵気分を味わおう

                                
特定のテーマを打ち出し、通常のカフェでは味わえない時間を過ごせるのが特徴のコンセプトカフェ。本記事では、アトラクションのようなエンタメ体験ができる探偵カフェ「プログレス」について、不動産ライターの逆瀬川勇造さんがご紹介します。　日常では味わえないような体験ができるのが魅力のコンセプトカフェ。
　前回はアニメ・ゲームをコンセプトにしたカフェをご紹介しましたが、第2弾となる今回は、エンタメ的な楽しみ方ができるカフェとして人気の「探偵カフェ＆ダイニングバー プログレス」についてご紹介します。
　普段触れる機会の少ない「探偵」の世界。マンガやドラマのような未知なる探偵の世界を体験してみてはいかがでしょうか？
店内に広がる探偵空間が非日常を感じさせる（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）「探偵カフェ」って何？　「探偵カフェ プログレス」は、池袋に拠点を置く総合探偵事務所「プログレス」がプロデュースするカフェ＆ダイニングバー。なんとスタッフ全員が現役の探偵です。
　探偵と聞くと『シャーロック・ホームズ』や『名探偵コナン』といった難事件を解決する姿を思い浮かべる方が多いかもしれませんが、リアルな探偵の世界に興味のある方も多いはず。カフェ＆バーなら調査相談をせずとも、気軽にリアルな探偵の世界を垣間見ることができます。
探偵カフェ「プログレス」の4つのおすすめポイント　「探偵カフェ＆バー プログレス」は、現役のベテラン探偵から直接実話を聞くという、ここでしか体験できない楽しみ方ができるコンセプトカフェ。普段触れる機会の少ないリアルな探偵業界の裏話が聞けたり、探偵気分を味わえるようなアクティビティが体験できたりと「探偵カフェ」ならではの時間が過ごせます。ここからは、おすすめポイントを4つご紹介します。
●リアルな探偵の裏話が聞ける！　まず、1つ目のおすすめポイントとして、全スタッフが現役の探偵というだけあって、現実世界の探偵の世界に触れられる点があげられます。
　探偵カフェ「プログレス」では、実際の調査を基に再現された報告書や裏話など、リアルな探偵の世界を垣間見ることが可能です。「行方調査」「ストーカー対策」「結婚調査」といった幅広い調査を行なっている探偵事務所だからこそ聞けるリアルな裏話に、普段は味わえないワクワクやドキドキ感を楽しめるでしょう。
バータイムには店内の大型モニターで調査動画も視聴できる（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）●探偵気分を味わえるアクティビティ！ドラマや小説、マンガに出てくる探偵のような気分を味わえるアクティビティがあるのも、おすすめポイントの1つ。
　探偵カフェ「プログレス」では、店内に隠された盗聴器を発見する「盗聴発見」や、指紋採取キットによる「指紋採取体験」などのアクティビティも充実しています。海外ドラマでよく見る犯罪者を身長計の前にボードを持たせて写真を撮る「マグショット撮影」も可能となっており、来店の記念に撮影する人も多いのだとか。
探偵気分を味わえるアクティビティが楽しい（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）　ただし、アクティビティはバータイムのみのサービスとなっています。アクティビティを希望する場合にはバータイムに来店するようにしましょう。
　ちなみに、盗聴器発見調査、マグショット撮影はなんと無料で体験可能です。一度体験してみてはいかがでしょうか？
「指紋採取体験」（800円）をオーダーすると指紋採取キットがもらえるサービスもうれしい（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）●探偵カフェならではの恋愛講座も！　探偵といえば、「浮気調査」や「結婚調査」といったさまざまな恋愛事情を垣間見る機会の多い職種。そんな探偵ならではの情報を生かした恋愛講座も人気です。
　恋愛講座とはいっても堅苦しいものではなく、クイズを交えた楽しく役立つ講座なので、楽しみながら男女の考え方の違いや価値観について学べます。実は、探偵カフェに訪れるお客さんの約9割が女性。そのため、来店した人の恋愛体験やアンケート結果などリアルなデータが豊富なのです。男性の方は、女心を勉強するのに役立ててみてはいかがでしょうか？
バータイムのみ実施。「男女で違う相談の違い」など講義項目は多岐にわたる（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）●ワニ肉とサボテン！スペシャルフードも魅力　探偵カフェ「プログレス」では、フードやドリンクにもかなり力が入っているのもおすすめポイントの1つです。
　スタッフの中にはイタリアンのコック経験者やバーテンダー経験者がいるため、メニューにはパスタや丼物、ラーメンといったフードがずらりと並び、「キャラクターイメージ・カクテルオーダー」などドリンクメニューも充実しています。
　中でもおすすめなのが、ワニ肉とサボテンを使った料理。ワニの「タン」を使用した「ワニタンの炙り」や「ワニタンのソテー」、サボテンを使用した「サボテンのナムル」など、普段は食べられないメニューが豊富です。
　探偵に興味はなくても、貴重なレア食材を求めて来店するケースもあるとか。珍しい食材ですが、クセもなく食べやすい食材ですので、一度食べてみてはいかがでしょうか？
ワイルドにワニの手が丸々一本入った「ワニの手のシチュー」（2,530円）はインパクト抜群（画像提供：探偵カフェ&ダイニングバー プログレス）探偵カフェでリアルな探偵の世界をのぞいてみよう！　本記事では、探偵気分を味わえる「探偵カフェ＆ダイニングバー プログレス」についてご紹介しました。
　普段は、なかなか触れる機会の少ない探偵業界。「探偵カフェ＆ダイニングバー プログレス」なら、ドラマや映画で見るような探偵の世界を体験できたり、リアルな探偵の裏話が聞けたりと楽しい時間が過ごせます。探偵に興味がある人でも、興味のない人でも楽しめる工夫がいっぱいなので、面白い時間を過ごしてみてはいかがでしょうか？
■探偵Café ＆ダイニングバー プログレス
住所：東京都豊島区池袋2-47-12 第Ⅱ絆ビル9F
TEL：03-6698-2263
営業時間：【カフェタイム】土日祝 11:30～17:30
【バータイム】火～土曜19:00～翌5:00（L.O.）
日・月曜 19:00～24:00 ※祝前日は翌5:00まで
定休日：不定休
アクセス：JR・東武東上線・西武池袋線
東京メトロ有楽町線・丸ノ内線 池袋駅より徒歩3分
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      アーバンライフメトロは「楽しい」「嬉しい」「面白い」…東京で「働き、暮らし、遊ぶ」すべての人が、前向きな気持ちになれる物事と「つながる」情報を発信します。
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